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中 村 智 孝 

 

1.はじめに 

 公益財団法人滋賀県文化財保護協会では、整理調査の過

程で木製品と金属製品の保存処理を実施している。昭和 55

年度に開所された滋賀県埋蔵文化財センターに保存処理

施設が設置されて以降、これらの保存処理は専門職員によ

って実施されていた。さらに、平成 4年度になって開館し

た滋賀県立安土城考古博物館には、琵琶湖総合開発に伴う

大規模事業の整理調査に含まれた保存処理を実施するた

めの機器の充実が図られ、体制の整備が行われた。平成 23

年度の時点で保存処理が行われた点数は、約 3万点にのぼ

るとされる（中川 2011）。 

 このように当協会が実施する出土遺物の保存処理は、保

存科学の専門職員の存在とともに、機器の整備が図られる

ことによって充実した体制が構築され長年実施されてき

た。 

 

2.木製品の保存処理をめぐる課題と対策 

 平成 25 年度に保存処理を専門に担当していた職員が退

職したことにより、保存処理の体制に大きな変化が生じる

こととなった。退職までの間に保存処理の業務を一緒に経

験した職員によって一部の業務は継続して実施されるこ

とになったものの、実施可能な方法や遺物は以前に比べ限

られたものとなった。 

 継続して実施可能であった保存処理の方法は、ＰＥＧ

（ポリエチレングリコール）含浸法であった。ＰＥＧ含浸

法は出土した木製品に含まれている水分を、高分子化合物

であるＰＥＧに置き換えて保存処理を行う方法である。Ｐ

ＥＧは比較的安全性が高く、可逆性の性質を持つことから、

当協会で主に実施してきた方法である。滋賀県埋蔵文化財

センターと滋賀県立安土城考古博物館には、この方法で使

用する含浸槽が合計４基設置されている（写真１・２、表

１）。 

 県内の遺跡では、琵琶湖周辺の低湿地に立地する遺跡か

ら木製品が多く出土する。そのため、これらの含浸槽を使

用して毎年のように保存処理が行われてきた。その結果、

処理を経験する機会にも恵まれ、技術の継承が可能であっ

た。また、この方法はＰＥＧを加えることと加温により水

分を蒸発させることで濃度を上昇させていくため処理期

間が長く必要となる反面、変化のスピードが緩やかなこと

から管理が比較的容易である。このような点が経験の少な

い職員でも取り組みやすく、継続して実施できた理由であ

ったと考えらえる。 

 しかし、継続して実施できたものの、処理方法の選択に

余地がなく、木製品に応じた使い分けができない状態にあ

ったため、処理結果に改善が必要なものや処理ができない

ものがあった点が課題であった。例えば、ＰＥＧ水溶液の

濃度上昇に伴い変形や収縮が生じやすい広葉樹の木製品

は、処理後にそのような状況が見られるものも存在した。

また、高濃度になると約 55～60度に加温するため、漆器は

漆膜が剥落したり変形したりするものも見られた。木簡に

ついては、処理によって木肌が黒ずむことや加温が必要な

ことから処理ができず、外部委託を行っていた。 

このような処理がうまくできない遺物について、処理方

法が選択できるように改善する必要が生じていた。そこで、

新たな方法として技術の習得を行ったのが真空凍結乾燥

法である。真空凍結乾燥法は、木製品を－40℃程度まで凍

結させたのち真空の環境で乾燥させていくもので、フリー

ズドライ食品を作る方法と同様のものである。 

滋賀県立安土城考古博物館にはこの方法に使用する真

空凍結乾燥機が２台設置されている（写真４・５、表２）。

大型と小型のものがあり、大型のものは遺物を設置する棚

板が長さ 3.0ｍ、幅 1.0ｍを測り、断面が直径 1.4ｍの円形

を呈する乾燥庫は低いところで 0.7ｍまで使用可能な高さ

がある。平成 4年度に設置された機械であるが、近年冷凍

機や熱媒を循環させるモーターなどを改修したことで以

前よりも機械の性能が良くなり、乾燥時の温度を調整でき

る範囲が広くなった。 

この方法については処理方法や機械の操作マニュアル

が作られてはいたが、専門職員が退職したあと機械を操作

し処理を行う技術を習得している職員は不在であった。そ

のため、この処理方法の技術を習得することなどを目的に

平成 28 年度から保存処理担当を置き、研修を実施するよ

うになった。 

平成 28 年度から令和元年度にかけての研修は、公益財

団法人元興寺文化財研究所に講師の派遣をお願いし、木製

品の保存処理における実践的な技術などについて実際の

業務を行う中で指導を受けた(1）。この研修により技術の向

上や経験の蓄積ができた。その結果、業務を実施する体制

が大きく改善されることとなり、特に真空凍結乾燥法は実

際の処理を行うことができるまでになった。 

 

3.木製品の保存処理の実際 

 平成 28 年度以降に行っている木製品の保存処理につい

ては、先に記した通りＰＥＧ含浸法と真空凍結乾燥法を実

施している。 
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① ＰＥＧ含浸法 

ＰＥＧ含浸法については、年度内で含浸が終えるように 

できるだけ早い時期から開始するようにしている。ただし、

遺物写真撮影と理化学分析（樹種同定）を終えてから実施

するため、この工程が同じ年度に計画されている場合は濃

度上昇の開始が遅れることがある。その場合でも、２月頃

に取り上げができるようにＰＥＧ水溶液の濃度を上昇さ

せて処理を実施している。平成 29 年度～31 年度の実績で

は、６か月以上の含浸期間を得て処理を終えている。この

間、室温・液温・液量・ＰＥＧ量・濃度などについて、作

業時や状態の確認時に記録を取るように実施している。木

製品の量や水の蒸発量の管理などが一定でないため、記録

された数値は処理中の経過を示す程度のものでしかない

が、記録が液量や液温の管理を行ううえで参考になる場合

もある。また、新たに保存処理を担当する職員にとっては

処理を計画する手掛かりになると考えられる。将来的には、

作業のマニュアル化を進めるための資料になることも考

えて記録をしている。 

 含浸前の作業は、個々の木製品を薄手の不織布で包んで

浸漬している。この時に脆弱なものは、プラスチックダン

ボールやアルミ板などの補強材を添えている。箸などの多

量に出土し個別に梱包することが適当でないものについ

ては、不織布でまとめて梱包したうえで収穫用ネットにい

れて浸漬することもある。 

 含浸中に発生する問題は、まれに不織布の痕が残る木製

品が発生することである。不織布を切り裂いた紐で縛って

梱包するため、木製品の端など強く密着する部分に圧痕が

残ることがある。この点については、不織布を袋状にして

端を紐で縛るなど、紐が直接木製品にかからないような方

法を試行中である。 

 含浸後は、表面に付着した不要なＰＥＧを温水で洗い流

したのちに乾燥させている。厚みの薄い木製品については、

含浸したＰＥＧまで洗い流してしまわないように注意し

て洗浄し、乾燥時にはプラスチックダンボールや板を当て

たうえに重しを載せて変形を防いでいる。このほか、使用

している網かごや遺物に添付しているカードなどの痕が

乾燥時に残る場合があるため、直接触れないようにしてい

る。乾燥後にＰＥＧが残っている場合は、エタノール水溶

液やスチームによる洗浄を行っている。 

 なお、使用できなくなったＰＥＧは、液体のままバキュ

ーム車で汲み取ってもらい産業廃棄物として処分してい

る。 

 

② 真空凍結乾燥法 

真空凍結乾燥法はＰＥＧ含浸法の処理に適さない木簡

や漆器、広葉樹の木製品などに実施している。また、大型

の木製品のうち、物理的な強度不足により破損の恐れがな

いもので、処理期間を短くしたいものや処理後の取り扱い

を考慮して重量を軽く仕上げたいものなどに実施してい

る。具体的には、長さ 97㎝、直径 52.7㎝を測る柱（マツ

科モミ属）の処理を実施した。この柱は、平安時代後期の

神社遺構が確認された長浜市塩津港遺跡から出土したも

ので、神社本殿の正面に位置する鳥居の柱である（滋賀県

教育委員会・公益財団法人滋賀県文化財保護協会 2019、公

益財団法人滋賀県文化財保護協会 2019）。濃度 45％程度の

ＰＥＧ水溶液を含浸させたのち凍結・乾燥を行った。乾燥

を実施した期間は 20 日ほどである。完全には乾燥してな

かったとみられるものの、その後に変形や収縮が大きく生

じることもなく処理を終えることができた。処理後の計測

から、おおむね 20ℓほどの水分が乾燥したことがわかった。 

真空凍結乾燥の前処理として行うＰＥＧの含浸は、小型

のものはタッパーウェアや遺物収納用コンテナなどの容

器を使用し、大型のものについてＰＥＧ含浸槽やＦＲＰ製

の水槽を使用して実施している。水溶液の温度は基本的に

は室温で、冬季で室温が低い場合や墨書などのない大型の

ものは加温する場合もある。 

ＰＥＧ水溶液の濃度は、20％で開始して 40％程度まで上

昇させている。この濃度で変形が生じたものはないが、広

葉樹の下駄に濃度約 50％のＰＥＧ水溶液を含浸した結果、

変形が生じたことがあった。そのため、最終の濃度は基本

的には 40％を守るようにし、変形や収縮が発生していない

ことをできる限り確認するようにしている。なお、変形が

生じた下駄は濃度の低いＰＥＧ水溶液に浸漬することで

変形を改善することができた。 

真空凍結乾燥機は資料の大きさや量に応じて、大きさの

異なる２台を使い分けている。凍結から乾燥への工程は、

それぞれの制御盤に組み込まれた記録計の温度や真空度

を目安に工程を進めている。乾燥工程の終了もこれらの数

値を目安におこなっているが、木製品の種類や大きさなど

によって乾燥時間は異なるため判断が難しい。乾燥が進み

すぎて亀裂が入らないようにするため、大型の機械を使用

して一度に多くの木製品を処理する場合は、厚みの薄いも

のの温度を基準にして判断をしている。最終的な乾燥の終

了は、機械から取り出し後に水分が残っていないかを観察

することや重量の変化などによって確認している。なお、

乾燥終了を判断する目安ができるように、サンプルとして

抽出した木製品の乾燥に要した時間などを記録して情報

の蓄積を進めている。 

乾燥が終了した後は、スチームにより表面に張り付けた

保護紙を剥がし、付着したＰＥＧを洗浄して仕上げている。

厚みが薄い木製品のなかには、この作業後に変形するもの

があることから、ＰＥＧ含浸法の場合と同じくプラスチッ

クダンボールや板を当てたうえに重しを載せて変形を防

いでいる。また、漆器で漆膜が剥離しているものは、パラ

ロイド B72アセトン溶液（10％）や膠を使用して修復をし

ている(2)。 
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4.今後にむけて 

 私たちの組織は、今年で 50周年を迎える。その歴史の中

で、継続して実施され実績が積み重ねられてきた保存処理

は、この組織が持つ特色のひとつということができる。 

特に、遺存しやすい環境に恵まれた地理的な特徴から木

製品については出土量も多く、それらを地域の貴重な資料

として管理したり活用したりするうえで、保存処理は重要

な役割を果たしてきた。 

ここで紹介したように、現在は技術の向上を図り、経験

の蓄積を重ねて様々な条件の木製品に対して適切な処理

ができるように取り組んでいるところである。最後に、今

後の取り組みについて記しておきたい。 

・当協会が実施する整理調査の保存処理だけでなく、県

内で出土した木製品の保存処理についても貢献できる体

制を整えたいと考えている。 

・対応できる木製品を増やすことができるように、トレ

ハロース含浸法などの新しい処理技術の習得も行ってい

きたいと考えている。 

・大規模な災害が発生した際、被害にあった文化財の救

出や保全を行う文化財レスキュー活動が各地で行われて

いる。その際、水損した紙資料の応急処理として真空凍結

乾燥法による資料の乾燥が行われている。当協会が管理運

営する滋賀県立安土城博物館には古文書などの専門職員

が在籍している。地域で災害が発生した緊急時には組織と

して協力できる体制を作っていきたいと考えている。 
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